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【手続補正書】
【提出日】平成20年8月29日(2008.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置を構成する素子形成部が設けられた基板を搬送する搬送手段と、
　前記素子形成部の一方の面を第１のシート材に接着させて、前記基板から前記素子形成
部を剥離する第１の剥離手段と、
　前記素子形成部の他方の面を第２のシート材に接着させて、前記第１のシート材から前
記素子形成部を剥離する第２の剥離手段と、
　前記素子形成部に画素部を形成する加工手段と、
　前記素子形成部を前記第２のシート材と第３のシート材で封止する封止手段とを有する
ことを特徴とする表示装置の製造装置。
【請求項２】
　表示装置を構成する素子形成部が設けられた基板を搬送する搬送手段と、
　第１のシート材が巻きつけられた第１の供給用ロールと、
　前記素子形成部の一方の面を前記第１のシート材に接着させて、前記基板から前記素子
形成部を剥離する第１の剥離手段と、
　第２のシート材が巻きつけられた第２の供給用ロールと、
　前記素子形成部の他方の面を前記第２のシート材に接着させて、前記第１のシート材か
ら前記素子形成部を剥離する第２の剥離手段と、
　前記素子形成部に画素部を形成する加工手段と、
　第３のシート材が巻きつけられた第３の供給用ロールと、
　前記素子形成部を前記第２のシート材と前記第３のシート材で封止する封止手段と、
　封止された前記素子形成部を巻き取る回収用ロールとを有することを特徴とする表示装
置の製造装置。
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【請求項３】
　素子形成部が設けられた基板を搬送する搬送手段と、
　第１のシート材が巻きつけられた第１の供給用ロールと、
　前記素子形成部の一方の面を前記第１のシート材に接着させて、前記基板から前記素子
形成部を剥離する第１の剥離手段と、
　第２のシート材が巻きつけられた第２の供給用ロールと、
　前記素子形成部の他方の面を前記第２のシート材に接着させて、前記第１のシート材か
ら前記素子形成部を剥離する第２の剥離手段と、
　前記素子形成部に画素部を形成する加工手段と、
　前記素子形成部の前記一方の面に、樹脂を加熱溶融状態で押し出しながら供給する手段
と、
　前記素子形成部を前記第２のシート材と前記樹脂で封止する封止手段と、
　封止された前記素子形成部を巻き取る回収用ロールとを有することを特徴とする表示装
置の製造装置。
【請求項４】
　表示装置を構成する素子形成部がそれぞれ設けられた複数の基板を搬送する搬送手段と
、
　前記複数の基板の位置を制御して基板同士を接合する制御手段と、
　接合された前記複数の基板上の素子形成部の一方の面を第１のシート材に接着させて、
接合された前記複数の基板から前記素子形成部を剥離する第１の剥離手段と、
　前記素子形成部の他方の面を第２のシート材に接着させて、前記第１のシート材から前
記素子形成部を剥離する第２の剥離手段と、
　前記素子形成部に画素部を形成する加工手段と、
　前記素子形成部を前記第２のシート材と第３のシート材で封止する封止手段とを有する
ことを特徴とする表示装置の製造装置。
【請求項５】
　表示装置を構成する素子形成部がそれぞれ設けられた複数の基板を搬送する搬送手段と
、
　前記複数の基板の位置を制御して基板同士を接合する制御手段と、
　第１のシート材が巻きつけられた第１の供給用ロールと、
　接合された前記複数の基板上の素子形成部の一方の面を前記第１のシート材に接着させ
て、接合された前記複数の基板から前記素子形成部を剥離する第１の剥離手段と、
　第２のシート材が巻きつけられた第２の供給用ロールと、
　前記素子形成部の他方の面を前記第２のシート材に接着させて、前記第１のシート材か
ら前記素子形成部を剥離する第２の剥離手段と、
　前記素子形成部に画素部を形成する加工手段と、
　第３のシート材が巻きつけられた第３の供給用ロールと、
　前記素子形成部を前記第２のシート材と前記第３のシート材で封止する封止手段と、
　封止された前記素子形成部を巻き取る回収用ロールとを有することを特徴とする表示装
置の製造装置。
【請求項６】
　表示装置を構成する素子形成部がそれぞれ設けられた複数の基板を搬送する搬送手段と
、
　前記複数の基板の位置を制御して基板同士を接合する制御手段と、
　第１のシート材が巻きつけられた第１の供給用ロールと、
　接合された前記複数の基板上の素子形成部の一方の面を前記第１のシート材に接着させ
て、接合された前記複数の基板から前記素子形成部を剥離する第１の剥離手段と、
　第２のシート材が巻きつけられた第２の供給用ロールと、
　前記素子形成部の他方の面を前記第２のシート材に接着させて、前記第１のシート材か
ら前記素子形成部を剥離する第２の剥離手段と、
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　前記素子形成部に画素部を形成する加工手段と、
　前記素子形成部の前記一方の面に、樹脂を加熱溶融状態で押し出しながら供給する手段
と、
　前記素子形成部を前記第２のシート材と前記樹脂で封止する封止手段と、
　封止された前記素子形成部を巻き取る回収用ロールとを有することを特徴とする表示装
置の製造装置。
【請求項７】
　請求項４乃至請求項６のいずれか一項において、
　前記制御手段は、ＣＣＤカメラを含むことを特徴とする表示装置の製造装置。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項７のいずれか一項において、
　前記加工手段は、液滴吐出法が用いられることを特徴とする表示装置の製造装置。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項７のいずれか一項において、
　前記加工手段は、スクリーン印刷法が用いられることを特徴とする表示装置の製造装置
。
【請求項１０】
　請求項１乃至請求項９のいずれか一項において、
　前記封止手段は、対向して設けられた２つのローラーを有することを特徴とする表示装
置の製造装置。
【請求項１１】
　基板上に剥離層を形成し、
　前記剥離層上に表示装置の一部を構成する素子形成部を形成し、
　前記素子形成部に開口部を形成して前記剥離層を露出させ、
　前記開口部にエッチング剤を導入して、前記剥離層を除去し、
　前記素子形成部の一方の面を第１のシート材に接着させて、前記基板から前記素子形成
部を剥離し、
　前記素子形成部の他方の面を第２のシート材に接着させて、前記第１のシート材から前
記素子形成部を剥離し、
　加工手段を用いて前記素子形成部に画素部を形成し、
　前記素子形成部の前記一方の面を第３のシート材に接着させて封止することを特徴とす
る表示装置の作製方法。
【請求項１２】
　基板上に剥離層を形成し、
　前記剥離層上に下地絶縁膜と、前記下地絶縁膜上に形成されたチャネル領域、ソース領
域およびドレイン領域を含む半導体膜と、前記半導体膜の前記チャネル領域の上方にゲー
ト絶縁膜を介して形成されたゲート電極と、前記ゲート電極を覆って形成された層間絶縁
膜と、前記層間絶縁膜上に形成され且つ前記半導体膜の前記ソース領域または前記ドレイ
ン領域と電気的に接続するソース電極またはドレイン電極と、前記ソース電極または前記
ドレイン電極の一方と電気的に接続する画素電極と、前記画素電極の端部を覆って形成さ
れた絶縁膜と、を有する素子形成部を形成し、
　前記絶縁膜、層間絶縁膜、ゲート絶縁膜および下地絶縁膜に前記剥離層に達する開口部
を形成して前記剥離層を露出させ、
　前記開口部にエッチング剤を導入して、前記剥離層を除去し、
　前記素子形成部の一方の面に第１のシート材を接着させて、前記基板から前記素子形成
部を剥離し、
　前記素子形成部の他方の面に第２のシート材を接着させて、前記第１のシート材から前
記素子形成部を剥離し、
　加工手段を用いて前記画素電極上に発光層および対向電極を形成し、
　前記対向電極上に保護膜を形成し、
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　前記保護膜の表面に第３のシート材を接着させて封止することを特徴とする表示装置の
作製方法。
【請求項１３】
　基板上に剥離層を形成し、
　前記剥離層上に下地絶縁膜を介してチャネル領域、ソース領域およびドレイン領域を含
む半導体膜を形成し、
　前記半導体膜を覆ってゲート絶縁膜を形成し、
　前記ゲート絶縁膜に開口部を形成して、前記剥離層を露出させ、
　前記開口部にエッチング剤を導入して、前記剥離層を除去し、
　前記ゲート絶縁膜に第１のシート材を接着させて、前記基板から前記下地絶縁膜、前記
半導体膜および前記ゲート絶縁膜を剥離し、
　前記下地絶縁膜に第２のシート材を接着させて、前記第１のシート材から前記下地絶縁
膜、前記半導体膜および前記ゲート絶縁膜を剥離し、
　加工手段を用いて、前記半導体膜の前記チャネル領域上に配置するように前記ゲート絶
縁膜上にゲート電極を形成し、
　前記ゲート電極を覆って、層間絶縁膜を形成し、
　前記層間絶縁膜上に、前記半導体膜の前記ソース領域または前記ドレイン領域と電気的
に接続するソース電極またはドレイン電極を形成し、
　前記ソース電極または前記ドレイン電極の一方と電気的に接続する画素電極を形成し、
　前記画素電極の端部を覆って絶縁膜を形成し、
　前記画素電極上に発光層および対向電極を形成し、
　前記対向電極上に保護膜を形成し、
　前記保護膜の表面に第３のシート材を接着させて封止することを特徴とする表示装置の
作製方法。
【請求項１４】
　基板上に剥離層を形成し、
　前記剥離層上に下地絶縁膜を介してチャネル領域、ソース領域およびドレイン領域を含
む半導体膜を形成し、
　前記半導体膜の前記チャネル領域の上方にゲート絶縁膜を介してゲート電極を形成し、
　前記ゲート電極を覆って層間絶縁膜を形成し、
　前記層間絶縁膜、前記ゲート絶縁膜および前記下地絶縁膜に前記剥離層に達する開口部
を形成して前記剥離層を露出させ、
　前記開口部にエッチング剤を導入して、前記剥離層を除去し、
　前記層間絶縁膜および前記ゲート絶縁膜に前記半導体膜の前記ソース領域または前記ド
レイン領域に達する開口部を形成し、
　前記層間絶縁膜に第１のシート材を接着させて、前記基板から前記下地絶縁膜、前記半
導体膜、前記ゲート絶縁膜、前記ゲート電極および前記層間絶縁膜を剥離し、
　前記下地絶縁膜に第２のシート材を接着させて、前記第１のシート材から前記下地絶縁
膜、前記半導体膜、前記ゲート絶縁膜、前記ゲート電極および前記層間絶縁膜を剥離し、
　加工手段を用いて、前記層間絶縁膜上に、前記半導体膜の前記ソース領域または前記ド
レイン領域と電気的に接続するソース電極またはドレイン電極を形成し、
　前記ソース電極または前記ドレイン電極の一方と電気的に接続する画素電極を形成し、
　前記画素電極の端部を覆って絶縁膜を形成し、
　前記画素電極上に発光層および対向電極を形成し、
　前記対向電極上に保護膜を形成し、
　前記保護膜の表面に第３のシート材を接着させて封止することを特徴とする表示装置の
作製方法。
【請求項１５】
　基板上に剥離層を形成し、
　前記剥離層上に表示装置の一部を構成する素子形成部を形成し、
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　前記素子形成部に開口部を形成して前記剥離層を露出させ、
　前記開口部にエッチング剤を導入して、前記剥離層を除去し、
　前記素子形成部がそれぞれ設けられた複数の基板を配列させ、
　前記複数の基板上にそれぞれ設けられた素子形成部の一方の面を第１のシート材に接着
させて、前記複数の基板から前記素子形成部を剥離し、
　前記素子形成部の他方の面を第２のシート材に接着させて、前記第１のシート材から前
記素子形成部を剥離し、
　加工手段を用いて前記素子形成部に画素部を形成し、
　前記素子形成部の前記一方の面を第３のシート材に接着させて封止することを特徴とす
る表示装置の作製方法。
【請求項１６】
　請求項１５において、
　前記複数の基板を配列させた後に基板同士を接着することを特徴とする表示装置の作製
方法。
【請求項１７】
　請求項１１乃至請求項１６のいずれか一項において、
　前記加工手段は液滴吐出法またはスクリーン印刷法が用いられることを特徴とする表示
装置の作製方法。
【請求項１８】
　請求項１１乃至請求項１７のいずれか一項において、前記第２のシート材にラミネート
フィルム又は繊維質な材料からなる紙を用いることを特徴とする表示装置の作製方法。
【請求項１９】
　請求項１１乃至請求項１８のいずれか一項において、前記第３のシート材にラミネート
フィルム又は繊維質な材料からなる紙を用いることを特徴とする表示装置の作製方法。
【請求項２０】
　請求項１１乃至請求項１９のいずれか一項において、前記第２のシート材及び前記第３
のシートのいずれか一方又は両方に保護膜が設けられている表示装置の作製方法。
【請求項２１】
　請求項１１乃至請求項１９のいずれか一項において、前記第２のシート材及び前記第３
のシートのいずれか一方又は両方に帯電防止フィルムを用いる表示装置の作製方法。
【請求項２２】
　請求項２１において、前記帯電防止フィルムは、片面又は両面に帯電防止可能な材料が
設けられている表示装置の作製方法。
【請求項２３】
　請求項２１において、前記帯電防止フィルムは、帯電防止可能な材料を樹脂中に分散さ
せたフィルムである表示装置の作製方法。
【請求項２４】
　可撓性を有する第１のシート材および第２のシート材と、
　前記第１のシート材および前記第２のシート材に挟まれて設けられた素子形成部とを有
し、
　前記第１のシート材と前記素子形成部との間または前記第２のシート材と前記素子形成
部との間に粘着層が設けられ、
　前記素子形成部は、
　チャネル領域、ソース領域およびドレイン領域を含む半導体膜と、
　前記半導体膜の前記チャネル領域の上方にゲート絶縁膜を介して設けられたゲート電極
と、
　前記ゲート電極を覆って設けられた層間絶縁膜と、
　前記層間絶縁膜上に設けられ且つ前記半導体膜の前記ソース領域または前記ドレイン領
域と電気的に接続するソース電極またはドレイン電極と、
　前記ソース電極または前記ドレイン電極の一方と電気的に接続した画素電極と、
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　前記画素電極の端部を覆って設けられた隔壁として機能する絶縁膜と、
　前記画素電極上に設けられた発光層と、
　前記発光層上に設けられた対向電極とを有し、
　隣接する複数の前記画素電極間において、前記ゲート絶縁膜、前記層間絶縁膜および前
記隔壁として機能する絶縁膜に開口部が設けられていることを特徴とする表示装置。
【請求項２５】
　可撓性を有する第１のシート材および第２のシート材と、
　前記第１のシート材および前記第２のシート材に挟まれて設けられた素子形成部とを有
し、
　前記第１のシート材と前記素子形成部との間または前記第２のシート材と前記素子形成
部との間に粘着層が設けられ、
　前記素子形成部は、
　チャネル領域、ソース領域およびドレイン領域を含む半導体膜と、
　前記半導体膜の前記チャネル領域の上方にゲート絶縁膜を介して設けられたゲート電極
と、
　前記ゲート電極を覆って設けられた層間絶縁膜と、
　前記層間絶縁膜上に設けられ且つ前記半導体膜の前記ソース領域またはドレイン領域と
電気的に接続するソース電極またはドレイン電極と、
　前記ソース電極または前記ドレイン電極の一方と電気的に接続した画素電極と、
　前記画素電極の端部を覆って設けられた隔壁として機能する絶縁膜と、
　前記画素電極上に設けられた発光層と、
　前記発光層上に設けられた対向電極とを有し、
　前記画素電極と前記発光層と前記対向電極の積層構造において、凸部または凹部が設け
られている部分を有することを特徴とする表示装置。
【請求項２６】
　請求項２４または請求項２５において、
　複数の前記画素電極において、画素電極間の距離が異なる領域を複数有していることを
特徴とする表示装置。
【請求項２７】
　可撓性を有する第１の基板上に粘着層を介して設けられた下地絶縁膜と、
　前記下地絶縁膜上に設けられたチャネル領域、ソース領域およびドレイン領域を含む半
導体膜と、
　前記半導体膜の前記チャネル領域の上方にゲート絶縁膜を介して設けられたゲート電極
と、
　前記ゲート電極を覆って設けられた層間絶縁膜と、
　前記層間絶縁膜上に設けられ且つ前記半導体膜の前記ソース領域または前記ドレイン領
域と電気的に接続するソース電極またはドレイン電極と、
　前記ソース電極または前記ドレイン電極の一方と電気的に接続した画素電極と、
　前記画素電極の端部を覆って設けられた隔壁として機能する絶縁膜と、
　前記画素電極上に設けられた発光層と、
　前記発光層上に設けられた対向電極と、
　前記対向電極上に設けられた保護膜と、
　前記保護膜上に粘着層を介して設けられた可撓性を有する第２の基板とを有し、
　隣接する複数の前記画素電極間において、前記下地絶縁膜、前記ゲート絶縁膜、前記層
間絶縁膜および前記隔壁として機能する絶縁膜に開口部が設けられていることを特徴とす
る表示装置。
【請求項２８】
　請求項２４乃至請求項２６のいずれか一項において、前記第１のシート材にラミネート
フィルム又は繊維質な材料からなる紙を用いることを特徴とする表示装置。
【請求項２９】
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　請求項２４乃至請求項２６のいずれか一項において、前記第２のシート材にラミネート
フィルム又は繊維質な材料からなる紙を用いることを特徴とする表示装置。
【請求項３０】
　請求項２４乃至請求項２６のいずれか一項において、前記第１のシート材及び前記第２
のシートのいずれか一方又は両方に保護膜が設けられていることを特徴とする表示装置。
【請求項３１】
　請求項２４乃至請求項２６のいずれか一項において、前記第１のシート材及び前記第２
のシートのいずれか一方又は両方に帯電防止フィルムを用いることを特徴とする表示装置
。
【請求項３２】
　請求項３１において、前記帯電防止フィルムは、片面又は両面に帯電防止可能な材料が
設けられていることを特徴とする表示装置。
【請求項３３】
　請求項３１において、前記帯電防止フィルムは、帯電防止可能な材料を樹脂中に分散さ
せたフィルムであることを特徴とする表示装置。
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